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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
日
曜
日
の
ラ
イ
オ
ン

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
２
７
４
Ｂ

【
作
者
名
】

　
ス
グ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
ん
な
に
愛
し
て
い
た
彼
女
と
、
僕
が
別
れ
た
理
由
は
・
・
。
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東
京
へ
上
京
し
て
２
年
目
の
大
学
生
、
山
形
正
俊
は
授
業
帰
り
の
コ
ン
ビ
ニ
に

居
た
。

そ
し
て
、
週
刊
誌
を
立
ち
読
み
し
て
い
る
。

最
近
、
お
気
に
入
り
の
ア
イ
ド
ル
の
グ
ラ
ビ
ア
を
見
て
い
た
。

グ
ラ
ビ
ア
が
見
終
わ
る
と
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
。

開
い
た
ペ
ー
ジ
に
は
、
こ
の
週
刊
誌
の
売
り
で
あ
る
毎
週
、
様
々
な
志
向
を
施

し
た
特
集
が
。

今
週
の
特
集
は
、
消
え
た
芸
能
人
特
集
だ
。

一
時
的
に
、
持
ち
芸
が
売
れ
て
人
気
が
出
た
が
、
あ
る
程
度
経
っ
て
Ｔ
Ｖ
で
見

る
こ
と
の
な
く
な
り
、
も
は
や
影
も
形
も
無
く
な
っ
た
方
々
の
特
集
で
あ
る
。

雑
誌
に
は
、
真
っ
先
に
「
モ
ッ
コ
リ
谷
屋
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
モ
ッ
コ
リ
谷
屋
」
は
、
２
年
前
、
持
ち
ネ
タ
の
一
発
芸
、
自
分
の
鍛
え
ら
れ

た
両
腕
を
上
げ
て
「
カ
ス
ピ
海
！
」
と
叫
ぶ
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
ネ
タ
が
ヒ
ッ

ト
し
た
芸
人
だ
。

こ
の
ネ
タ
が
売
れ
た
時
は
、
か
な
り
Ｔ
Ｖ
に
出
演
。

学
園
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
引
っ
張
り
だ
こ
。

だ
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
こ
の
ネ
タ
は
干
さ
れ
、
彼
も
干
さ
れ
た
。

彼
に
は
、
「
カ
ス
ピ
海
」
し
か
芸
が
な
か
っ
た
の
だ
。

ト
ー
ク
で
も
、
特
に
面
白
い
こ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
し
、
大
御
所
の
芸
人
に
弄

ら
れ
て
も
面
白
く
は
な
か
っ
た
。

当
然
、
干
さ
れ
る
訳
だ
・
・
。

し
か
し
、
山
形
正
俊
青
年
に
は
、
こ
の
「
モ
ッ
コ
リ
谷
屋
」
に
思
い
出
が
あ
る
・

・
。
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あ
れ
は
、
彼
が
、
ち
ょ
う
ど
２
年
前
に
上
京
し
て
数
ヶ
月
し
た
時
・
・
。

彼
は
容
姿
の
良
さ
で
、
大
学
で
彼
女
が
出
来
た
。

そ
の
彼
女
と
は
、
気
が
合
い
上
手
く
関
係
を
重
ね
て
い
た
。

こ
の
ま
ま
、
ず
っ
と
、
彼
女
と
居
ら
れ
た
ら
幸
せ
だ
と
、
あ
の
時
の
彼
は
思
う
。

し
か
し
、
運
命
は
残
酷
だ
っ
た
。

「
大
学
の
学
園
祭
の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
、
モ
ッ
コ
リ
谷
屋
が
来
る
ん
だ

っ
て
ー
」

「
へ
ぇ
ー
」

付
き
合
い
始
め
て
、
数
ヶ
月
経
っ
た
秋
に
、
彼
女
が
そ
う
言
う
。

こ
の
時
期
は
、
大
学
で
学
園
祭
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

山
形
青
年
は
芸
能
人
に
興
味
が
な
か
っ
た
の
で
、
別
に
、
彼
に
つ
い
て
は
ど
う

で
も
良
か
っ
た
。

「
楽
し
み
だ
ね
ー
」

と
、
彼
女
が
、
無
邪
気
に
は
し
ゃ
い
で
い
る
。

そ
れ
を
可
愛
げ
に
思
う
山
形
青
年
は
、
学
園
祭
当
日
に
起
こ
る
出
来
事
を
予
想

出
来
な
か
っ
た
。

学
園
祭
当
日
。

山
形
青
年
は
、
愛
し
の
彼
女
と
「
モ
ッ
コ
リ
谷
屋
」
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
会
場

に
居
た
。

会
場
は
、
満
員
だ
。

そ
し
て
、
会
場
の
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
て
、
彼
は
芸
を
し
て
い
る
。

「
カ
ス
ピ
海
！
！
」

最
初
、
有
名
な
持
ち
ネ
タ
で
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。

「
は
は
っ
！
」
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彼
女
が
、
そ
れ
で
無
邪
気
に
笑
っ
た
。

だ
が
、
山
形
青
年
に
は
、
ど
こ
が
面
白
い
か
解
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
苦
笑
い
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
彼
の
新
ネ
タ
が
披
露
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ど
れ
も
面
白
く
は
な
い
。

観
客
の
反
応
も
冷
め
て
い
る
。

山
形
青
年
は
、
だ
ん
だ
ん
、
こ
こ
に
居
る
の
が
辛
く
な
っ
て
き
た
。

あ
ま
り
に
も
、
つ
ま
ら
な
い
の
だ
・
・
、
モ
ッ
コ
リ
谷
屋
は
・
・
。

な
の
に
、
隣
に
居
る
彼
女
は
、
大
爆
笑
だ
。

ど
こ
が
面
白
い
か
解
ら
な
い
ネ
タ
な
の
に
、
彼
女
は
爆
笑
し
て
る
。

笑
い
の
価
値
観
が
、
彼
女
は
人
と
ズ
レ
て
い
る
の
か
・
・
。

モ
ッ
コ
リ
谷
屋
が
、
ギ
ャ
グ
を
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、
観
客
が
減
っ
て
い
る
。

な
の
に
、
彼
女
は
、
こ
の
場
に
居
続
け
て
い
る
。

し
か
も
、
大
爆
笑
だ
。

山
形
青
年
は
、
去
り
た
く
て
仕
方
な
い
と
い
う
の
に
・
・
。

結
局
、
最
後
ま
で
見
て
し
ま
っ
た
・
・
。

そ
し
て
、
ラ
イ
ブ
が
終
わ
っ
た
後
・
・
。

「
あ
の
さ
・
・
、
別
れ
ま
し
ょ
・
・
」

「
え
っ
・
・
」

い
き
な
り
、
前
触
れ
も
な
く
彼
女
の
口
か
ら
告
げ
ら
れ
た
。

山
形
青
年
は
、
絶
望
の
淵
に
落
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
理
由
も
解
ら
な
い
う
ち
に
、
恋
は
終
わ
っ
た
。

後
日
、
彼
女
は
大
学
を
辞
め
た
。

現
在
、
彼
女
と
は
連
絡
取
れ
な
い
。

何
故
、
モ
ッ
コ
リ
谷
屋
の
ト
ー
ク
終
了
後
に
別
れ
を
告
げ
ら
れ
た
の
か
、
未
だ

に
解
ら
な
い
・
・
。
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そ
ん
な
こ
と
を
、
モ
ッ
コ
リ
谷
屋
の
記
事
を
眺
め
て
思
い
出
し
て
い
た
。

く
だ
ら
な
い
事
だ
け
ど
、
ほ
ん
の
少
し
の
甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
に
浸
る
。

「
ふ
っ
・
・
」

そ
し
て
、
雑
誌
を
戻
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…

弁
当
と
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
出
る
と
・
・
。

「
山
形
君
！
？
」

急
に
、
懐
か
し
い
声
が
し
た
。

こ
の
声
は
・
・
。

そ
し
て
、
思
わ
ず
、
そ
の
声
の
方
向
に
振
り
返
る
と
・
・
。

「
あ
っ
・
・
」

山
形
青
年
は
驚
く
。

意
味
の
解
ら
な
い
別
れ
方
を
し
た
彼
女
が
、
コ
ン
ビ
ニ
の
前
に
居
た
・
・
。

ま
さ
か
、
こ
ん
な
所
で
出
会
う
な
ん
て
・
・
。

彼
女
は
、
大
人
び
て
い
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…

二
人
は
出
会
っ
て
か
ら
、
そ
の
場
で
話
し
込
む
。

彼
女
は
、
大
学
を
辞
め
て
か
ら
、
す
ぐ
に
、
意
中
の
人
と
結
婚
し
た
そ
う
だ
。

そ
し
て
、
現
在
、
専
業
の
主
婦
を
や
っ
て
い
る
。

も
う
時
期
、
子
供
も
生
ま
れ
る
そ
う
だ
。

確
か
に
、
山
形
青
年
に
は
別
れ
る
の
は
辛
か
っ
た
が
、
彼
女
が
元
気
そ
う
で
な

に
よ
り
だ
っ
た
・
・
。

そ
し
て
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
た
。
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「
君
と
別
れ
て
か
ら
の
僕
は
・
・
、
空
白
だ
っ
た
よ
・
・
」

い
き
な
り
、
口
か
ら
思
い
が
出
て
し
ま
っ
た
。

少
し
、
彼
女
も
戸
惑
っ
て
い
る
。

「
だ
け
ど
、
君
が
幸
せ
そ
う
で
、
な
に
よ
り
だ
よ
・
・
」

少
し
涙
ぐ
ん
で
、
彼
は
言
う
。

そ
の
言
葉
に
、
彼
女
も
涙
が
こ
ぼ
れ
る
。

「
旦
那
さ
ん
と
、
幸
せ
に
・
・
」

幸
せ
に
な
っ
た
彼
女
に
、
も
う
未
練
を
捨
て
去
る
よ
う
に
山
形
青
年
は
言
う
。

彼
女
も
、
涙
な
が
ら
に
礼
を
言
う
。

す
る
と
・
・
。

「
お
ー
い
、
ど
う
し
た
」

と
、
叫
び
な
が
ら
一
人
の
男
性
が
近
づ
い
て
き
た
。

「
あ
っ
、
彼
は
、
主
人
よ
・
・
」

ど
う
や
ら
、
叫
ん
で
い
る
彼
が
、
彼
女
の
旦
那
さ
ん
の
よ
う
だ
。

体
が
、
ガ
ッ
シ
リ
し
た
逞
し
い
男
性
だ
。

彼
な
ら
、
彼
女
を
守
っ
て
く
れ
そ
う
だ
と
、
山
形
青
年
は
思
っ
た
。

だ
が
、
つ
い
さ
っ
き
、
見
た
よ
う
な
感
じ
が
あ
る
顔
だ
。

彼
女
の
旦
那
が
、
彼
女
の
傍
に
来
た
。

「
こ
ち
ら
は
？
」

と
、
旦
那
が
山
形
青
年
に
手
を
指
し
た
。

「
僕
は
、
大
学
時
代
の
彼
女
の
友
人
で
す
」

と
、
山
形
青
年
は
答
え
る
。

す
る
と
、
彼
女
も
旦
那
さ
ん
の
こ
と
を
紹
介
し
始
め
た
。

「
旦
那
の
、
モ
ッ
コ
リ
谷
屋
で
す
」

「
ど
ー
も
、
は
じ
め
ま
し
て
ー
」

山
形
青
年
の
持
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
、
地
面
に
落
ち
た
。



7

…
…
…
…
…
…
…
…



8

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

日曜日のライオン
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Ｆ
小
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